
６月の札幌を舞台に開催されるYOSAKOIソーラン

祭りでは、市民参加型の祭りを目指し、「市民審査員」

を募集します。

特別な技術や知識はまったく必要なく、平成25年６

月時点で中学生以上（チーム関係者以外）の方であれ

ば、札幌市外の皆さんでも参加することができます。

詳しくはお問い合わせください。皆さんのご応募を

お待ちしております。

◆活動日程 平成25年６月８日（土）・９日（日）

◆活動場所 札幌市 大通公園

◆応募方法

募集要項や応募用紙をホームページ（http：//www．

yosakoi－soran．jp/）でダウンロードするか、電話で

お取り寄せの上、４月26日（必着）までに応募して

ください。

◎問い合わせ先

YOSAKOIソーラン祭り実行委員会緯011－219－4351

◆日 時

平成25年４月21日（日）13：00～16：10

（受付は12：30から）

◆会 場 留萌市保健福祉センター はーとふる

◆内 容

講演① 13：00～14：30

「認知症とうつについて」

荻野病院 荻野武裕 院長

講演② 14：40～16：10

「お口の健康管理について」

えばたデンタルオフィス 江畑育太郎 歯科医師

◆参加費 500円

※事前のお申し込みは必要ありません。

◎問い合わせ先

役場保健福祉課栄養士 雨野 緯56－2111（内線276）

野山に春が訪れ、冬眠から覚めたヒグマが活動する

季節になりました。ヒグマによる人身事故の多くは、

山菜採り等で野山に入った際の突発的な遭遇により発

生しています。野山に入るときは、次のことに注意し

ましょう。

～ヒグマと遭遇しないために～

◆野山に入る前に、地元の市役所や町村役場、森林管

理署等で事前に出没情報を確認し、出没情報のある

地域や出没を知らせる看板がある場所には入らない。

◆単独行動は避け、集団で行動するようにする。

◆鈴等の鳴り物を携行したり、笛を吹く等、人の存在

をヒグマに知らせる。

◆においの強い食べ物は、ヒグマを引き寄せるので控

えて、残飯やゴミは必ず持ち帰る。

◆ヒグマの活動が活発になる早朝や夕方、ヒグマが人

に気づきにくい濃霧や雨のときは特に注意。

～ヒグマと遭遇したら～

◆落ち着いて状況を判断する。走って逃げると追いか

けてくることがあるので危険。

◆ヒグマを刺激せずに、こちらに気づいていないよう

であれば、その場を静かに立ち去る。距離が近い場

合は、ヒグマから視線をそらさず、動きを見ながら

ゆっくりと後退する。

◆持ち物を取られたときは、あきらめる。決して取り

返してはいけない。

◆クマ撃退スプレーを携帯する場合は、正しい使用方

法を熟知しておく。

※野生のヒグマについては、これで絶対安全という方

法はありません。ここに示した内容は、調査研究や

経験から有効と考えられている方法です。野山に入

るときには細心の注意をお願いします。

◎問い合わせ先

北海道環境生活部環境局自然環境課動物管理

グループ 緯011－204－5205
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（公社）北海道栄養士会留萌支部
研修会のご案内

４月６日～５月６日は
「ヒグマ注意特別期間」です

平成２５年度 自 衛 官 募 集
試 験 種 目試 験 日受付締切応 募 資 格募 集 種 目

１次試験
（筆記試験）
・・一般教養（択一）
・・専門（択一・記述）

２次試験
・・小論文、口述、
身体検査

１次試験
５月11日（土）・12日（日）
（12日は飛行要員のみ）

２次試験
６月11日（火）～14日（金）
のうち指定する１日

３次試験（飛行要員のみ）
７月８日（月）～８月８日（木）

４月26日（金）
必着

22歳以上26歳未満の者【20歳
以上22歳未満の者は大卒（見込
含）】
修士課程修了者等（見込含）は
20歳以上28歳未満の者

一般要員一般幹部候補生陸上自衛隊

一般要員
一般幹部候補生海上自衛隊

飛行要員

一般要員
一般幹部候補生航空自衛隊

飛行要員

専門の大学を卒業（見込含）した
者で20歳以上30歳未満

歯科幹部候補生

専門の大学を卒業（見込含）した
者で20歳以上26歳未満（薬学修
士学位取得者は28歳未満）

薬剤科幹部候補生

◎問い合わせ先 ○自衛隊旭川地方協力本部留萌地域事務所 緯42－4650 ○総務課住民係 緯56－2111（内線211・212）


